
障害者雇用事例紹介 農薬・化学肥料不使用栽培の農場で、戦力として働く  

―株式会社チューレンファーム島根（島根県）― 

■青汁のケールを栽培 

 「うま～い！おかわり！」のキャツチフレーズで有名になった「緑液」を販売する「チューレン株式会

社」（本社・福岡県福岡市）。原材料となる緑黄色野菜ケールは、国内の契約農家や自社グルーブ農

場で農薬・化学肥料を一切使用セずに栽培しているという。 

 なかでも島根県益田市内の丘陵地帯にある自社グループ農地は、東京ドームｌ5 個分に相当する

70ヘクタールを誇る。近隣に位置する加工工場を含めて運営しているのは、199６（平成10）年設

立の子会社「株式会社チューレンファーム島根」（以下、「チューレンファーム」）だ。 

 現在、従業員70人のうち障害のある従業員は7人（身体障害 1人、知的障害4人、精神障害2

人）、障害者雇用率は 11.2％（2023〈令和 5〉年 6月 1日現在）だという。農業を本業とする職場

にあける、障害者雇用の取組みを紹介していきたい。 

■農場でトラクター操作 

 萩・石見空港から車で約 10分、標高 30ｍほどの丘陵地帯に広がるチューレンファームの市原農

場。なだらかなアップダウンのある畑には、約 3週間前に植えられたケールの苗がされいに並んで

いた。「今年は猛暑か少雨で生育にも影響がありました」と話すのは、営農課のチームりーダーを務

おるO.K さん。ニの日は、カラヌや害虫に食べられて育たなかった苗の場所に、代わりの苗を補植

する作業を行っていた。 

 「まず全員で畑を見回って補植が必要な部分を確認しつつ、害虫がついている苗を見つけたら一

つひとつ手作業で駆除しています。農薬・化学肥料不使用での栽培を徹底しているだけに人の手は

欠かせません」 

 チューレンファームの設立当初から、ほかの仕事を引退した男性や 5O代以上の主婦らがパート

従業員として働いていたそうだが、いまでほ77歳の従業員を筆頭に高齢化が進み、慢性的な人材

不足が課題でもおる。 

 そんな背景もあり、この農場では 2015年から障害のある従業員が働き始ぬたという。取材した

この日も、10数人の従業員にまじって作業していた、A人の障害のある従業員に話を聞いた。 

 2015年入社のＡさんは、「社会福祉法人未来の岡福祉会 しまれ障がい者就業・生活支援センタ

ーエルピア」（以下、「エルピア」）からの紹介で実習に参加したのが入社のきっかけだ。 

 「ここなら私も働けると思いました。夏にはスブリンクラーを設置して回ったり、周りに柵をつくっ

たりする作業がたいへんです。たまに先輩から『そこ、苗植んとらんぞ』とか厳しくいわれますけど、

仕事は続けられほす」と笑顔を見せるＡさん。いよは一人暮らしで、週 1回訪問してくれるヘルぺー

と一緒に料理も学んでいるところだそうだ。 

 職業能力開発施設「島根市立本部高等学校」在籍時に、チューレンファームの実習に参加したとい

うＢさんは、「現場の雰囲気がょく、屋外での作業は開放感があるので、しっくりきました」とふり返

る。これまでいくつか仕事をしたなかで、B年目になるチューレンファームが一番長く勤めている職

場だという。 



 8 さんは最近、「生育調査」という仕事も任された。週 I 回、車で畑を回りながらケーレの葉の成長

ぶりなどを写真に収め、大キさや重量などを記録する。O.K さんは、「畑を回ったついでにかラスや

虫食いの害など気ずいたことも報告してくれて助かっています」と頼りにしているという。 

 「収穫を迎えると『あぁ今シーズンも終わる』という達成感があります。腰を痛めないよう体力を維

持し、新しい業務があれば挑戦したい」というＢさんは、S時から14時半までの勤務後、フーパーの

棚卸しの仕事もかけ持ちしているそうだ。 

 営農課のN.H さんは、以前はごみ収集会社で働いていたが、勤務先が廃業したため、エルピアの

紹介で2017 年にチューレンファームに入社した。「体力的にたいへんなときもありますが、仕事は

続けられそうです」と話す。休憩時間に、畑のめぜに座って雑談をするのが楽しいそうだ。最近は糖

尿病をわずらい、病院の指導で食事に気をつけた生活に努めているという。 

 同じく営農課のK.Yさんは特別支援学校を卒業後、清掃会社ヤ車の修理工場、型枠大工の仕事な

どをしたが続かず、近所の人に紹介されたチューレンファームで2017年から5年弱働いた。妻の

実家の家業を手伝うため退職するも、その後、戻ってきたそうだ。 

 「小中学校時代は野球、特別支援学校のときはサッカー部でキャプテンマークをつけて県大会で

初優勝しました」と体力に自信をのぞカせるK.Yさん。その一方で「周りの人たちとなるべく話すよ

うにしています。困ったときに助けてモらえますから。一緒に作業をしながらアドバイスももらえま

す」と語ってくれた。 

 K.Y さんは職場の協力で大型特殊免許を取得し、トラクターに乗って有機肥料を撒（ま）く作業な

ども任されている。勤務は 1日 7.5 時間とフルクイムに近いが、課題は「休みがちになること」だと

いう。その理由に、持病のぜんそくだけでなく家族を養う心理的負担感をあげ、対策は、「最近始め

たうクレレや、O.K さんと車の話をしてストレス解消することです」と教えてくれた。 

■きっかけよ労働災害 

 チューレンファームが障害のある従業員を雇用することになったのは、加工工場で起きた労働災

害がきっかけだったという。 

 2015年 2月、加工工場内で機械の清掃作業を行っていたＣさんが、機械のコンぺアに巻き込ま

れて左手首から先を切断するという痛ましい事故が起きた。退院後の同年 5月、チューレンファー

ムは、もともと期間雇用だったＣさんを事務職の終身雇用に切り替え、さらに正社員に登用した。 

 義手をつけた左手は、いまもしびれが残っているというＣさん。「幸い利き手を使えたので、片手

でのパソコン入力も慣れてきました。一番の心配は車の運転でしたが、いまではスムーズに操作し

ています。職場のみなさんにはいろいろ支えてもらっています」と語ってくれた。Ｃさんの事故をき

っかけに、チェーレンファームでは現場の安全管理体制の強化に力を入れ、その後、事故は起きて

いないそうだ。 

 O さんの存在は、自動的にチューレンファームが障害者雇用にふみ出すさっかけにもなった。当時

から業務課の課長を務める Y.Mさんが、現場支援を統括担当することになった。 



 「基本的な知識を身につけるため、まず障害者職業生活相談員の資格認定講習を受けました。そ

こでさまざまな障害のある人の就労状況を知り、『農業は、障害者雇用に合っているかもしれない』

と思いつきました」 

 さっそく、Y.N さんたちはハローフークの就職面談会に参加。そのときに採用者はいなかったも

のの、しばらくして公共職業能力開発施設やエルピアから職場実習生の受入れ依頼が来たという。 

 「当社の農場はつわに人材不足ですし、応募者も少ないのが現状です。実習は、足場の悪い畑でも

作業ができる人なら基本的には受け入れしますし、これまで当社から採用をお断りしたことはあり

ません」 

 さらにY.Mさんは「どこを重点的に意識して障害者雇用をしていくべきか」を考えろために、特別

支援学校を見学して回ったという。さはざまな分野の仕事を実践的に訓練している様子を見て「3

年間かけて一定の技術を身につけ、接客や仕事の段取りなども学んできたのだから、職場でもスキ

ルなどをじっくり身につけながら長く続けてもらおう」と決めたそうだ。 

 事務所や現場の掲示物には、ふりがなをふったりイラストを増やしたりして、目を引くれかりやす

い伝ぇ方になるように工夫。現場では過度にプレッシャーや負担をかけないまう配慮レつつ、戦力

になるためのスキレアップをうながしてきにそうだ。 

 安定して働き続けてもらうには、就労支援機関との連携も欠かせない。「いまも何かあればすぐに

連絡を取り合う関係です。先日も、従業員が一時いなくなり、一緒に探し回りました。本人は通勤途

中に寄ったコンビこでバイクの鍵をシート内に入れてしまい、歩いて自宅に戻っていました。再び会

社に徒歩で向かっていたとこるをエルピアの担当者が見つけてくれて、本当に助かりました」 

■高齢の先輩たちと一緒に 

 農場長を務めるO.Y さんにも話を聞いた。 

 「私も参加したハローワークの就職面談会では、ハローワークから『本人のできることとできない

ことを見きわめづつ、求めすぎないように』とアドバイスをもらいました。現場では、なるべく説明

や指示をわかりやすく伝えることと、トラクターなど危険をともなう機械作業はしっかり切り分ける

ようにしました」 

 ほかの従業員には、Y.M さんが障害者雇用の必要性や一般的な特性などについてわかりやすく

説明し、理解をうながしたそうだが、「みなさん、すんなりと受け入れてくれたようでした」という。 

 農場で日々の作業を仕切るC.K さんも、障害者職業生活相談員の資格認定講習を受けた一人

だ。 

 「わかりやすい説明や確認を心がけていますが、彼らも一緒に作業をしながら質問をしてくれるの

で私も安心です。年の離れた現場の先輩たちが、彼らを孫のように指導し、たまに力仕事で頼って

います。互いに支え合っている関係ですね」 

 O.Y さんも「高齢ゐ従業員と若い従業員が、和気あいあいと一緒に作業をしている様子を見て、

よかったなあと思っています。今後は高齢でリタイヤする人も出てくるはずなので、うまく世代交代

していけるとよいと思います」と期待する。 

 



■加工工場で働く 2人 

 農場から車で10分はど移動すると、ケールを液状や粉末状に加工する冷凍・乾燥工場（本社工場）

がある。加工現場に入る従業員たちが白衣に着替えた後、手洗いをする「前室」が 8ケ所あり、手洗

いツンクの洗浄や洗剤補充、手袋などの洗濯などの業務を、いまは 2人の障害のある従業員が担

当している。 

 彼らは、ケールの収穫時期に合ねせた 11月～5月の繁忙期は、期間従業員と一緒に収穫に取り

組み、それ以外の時期は、日ごる手が回らない会議室や共有スペース、屋外で芝刈りや清掃などを

行っているそうだ。 

 「工場内のトイレや廊下の清掃は、以前は業務課の従業員たちで行っていました。2人が通年で清

掃してくれるようになって、いつもきれいになりました」と Y.Mさん。さっそく2人の働く様子を見

せてもらった。 

 廊下で黙々と掃除機をかけていにのは、2015 年に入社したM.T さん。特別支援学校を卒業後

に、袋製造会社やキメコ栽培所を経験したあと、県立高校の用務員として 3 年契約で働いたそうだ。

3年目の契約期間終了前にエルピアの紹介で、チューレンファームでの実習を経験。午前中に清掃

業務、午後は品質管理課でケールの搾汁（さくじゅう）や器具洗浄などを行ったが、「両方するのは

むずかしいので、清掃業務だけがいいです」と希望し、そのまま清掃担当となった。実習や入社初期

には、ベララン従業員に清掃手順やコシなどを教えてもらったそうだ。 

 「いまでは休憩時間や作業中に社員さんたちから『M.T くん、ガんばっているね』などと声をかけ

てもらって、うれしくなります。今後も清掃のスきルアップ、レベルアップをしていきたいです」と意

欲的に話す。 

 M.Tさんは18歳から、グループホームの生活と一人で暮らす生活を、交互にくり返している。「同

じ支援団体が運営しているのて、一人暮らしをして食生活などに自信がなくなったらグルーブホー

ムに移り、落ち着いたらまた一人暮らしに挑戦しています」。いまはクループホーム仲間でンフトポ

ールチームをつくって大会に出場したり、社内の書道部で苦手な漢字を練習したりするのが楽しい

そうだ。 

 2 年後の2018年に、M.T さんと同じ学校出身のQ.T さんが加わった。O.T さんは、益田市内

の公園などを運営する会社で草刈り業務などに 9年間従事していたそうだが、結婚を機た引っ越

した先が職場から遠くなったため退職。エルピアの紹介で、自宅からほど近いチュウレンファームで

実習を受け入社した。実習時からM.T さんに手順などを教わり、いまでは毎日一緒に業務を進め

ている。「毎朝、その日の仕事の段取りを2人で話し合い、判断に迷うときは業務課のみなさんにも

相談しています」 

 休憩時間などにほかの従業員と話すなかで、自分と同じカノラ撮影が趣味という人ともめぐり合

った。「誘つてもらって自分も鉄道撮影をするようになりました。風景や家族の撮影も楽しんでいま

す」というO.T さんは、「家族のために一生懸命がんばって働キます。将来の夢はヌイホームを持つ

ことです」という。 



 M.T さんやO.T さんの指導係を務めているのが、業務課の経理担当で障害者職業生活相談員で

もあるH.Mさん。M.T さんたちと一緒に朝礼を行い業務内容の確認などを行っているそウだ。 

 「2 人が作業で困ったときはいつでも声をかけてもらつていますが、私が不在のときわほかの社

員にも気軽に相談してくれています。私だけが対応していると誤解が生じることもあるでしょうし、

1対 1にならないよう業務課全体で声をかけ合って支え合っています」 

■苦い経験し 

 チューレンファームではこれまで1人だけ、定着できずに退職してしまった障害のある男性がいた

という。Y.M さんは「職場環境とは関係のない、私たちの支援が届かないところで辞めざるを得な

くなったのが残念です」と悔やむ。 

 その男性はエルピアの紹介で入社し、順調に働き始めたものの、しばらくすると無精ひげを剃ら

づに乱れた服装で出勤したり、遅刻や欠勤が増えてきたりした。本人に確認すると、スマートフォソ

やタブレット端末で動画視聴やゲームに没頭してしまい、寝不足になっていたようだった。「問題は

さらに深刻化しました」と Y.Mさん。 

 「端末の支払い金額がふ＜れ上がっていました。金銭管理をしていたエルピアがすぐに解約した

のですが、また別の通信会社で契約していました」 

 結果として今度は 100万円超の請求書が届き、エルピヱと相談して再び就業前の生活支援から

やり直すことになったという。Y.Mさんは厳しい口調で話す。 

 「社会的自立を支援するために、障害者雇用をする会社や支援機関が環境を整えても、社会その

ものに、彼らの弱みにつけ込すような契約などを可能にするシネテムがあるのは疑問です。プライ

ベートは考慮すべきですが、生活に影響する部分は、もっと社会全体で防ぐ仕組みが必要ではない

かと思います」 

 チューレンファームでは、苦い経験をくり返さないためにも、職場では日ごろから声かけやコミュ

ニケーションを通して本人の変化を早のに察知することに努めているという。 

 そのうえで、今後の方針について Y.Mさんは、「従業員にとって、少しでも安心して働きがいのあ

る職場環境を目ざしたいと思っています。地方の農業分野は、給与も最低賃金の上昇に合わせるの

が精いっぱいですが、現場に欠かせない戦力として、独自の雇用制度も含めたキァリアアップの道

筋も検討していきたいと考えていほす」と前向きに語ってくれた。 


